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オバマ新大統領誕生 とアメリカ

大 谷 立 美

はじめに

2008年11月4日 はアメリカ合衆国の歴史において,新 たに刻まれる画期的な

日となるであろう。その日アメリカで,ア フリカ系アメリカ人,す なわち黒人

が初めて大統領に選出されたのである。名前はバラク ・オバマ(以 降,オ バマ

を呼ぶ),1961年 生まれ。47歳 。イリノイ州選出1期 目の上院議員である。彼

は民主党内での,特 にライバルであったニューヨーク州選出ヒラリー ・クリン

トン上院議員との熾烈な選挙戦を勝ち抜 き,大 統領指名候補者を勝ち取った。

そしてこの日オバマは,340人 以上の大統領選挙人を獲得 し,ジ ョン ・マケイ

ン共和党候補を圧倒 したのである。

振 り返ればアフリカ大陸から無理矢理に連れてこられ,奴 隷 として強制労働

をさせ られた黒人の地位や処遇は,歴 史的にアメリカ大統領選挙の争点となっ

てきた。1860年には奴隷制反対を掲げたリンカーンが当選したため国が分裂し,

南北戦争 となった。そして1863年,リ'ン カーン大統領による 「奴隷解放宣言」。

1960年 には50年代から始まった公民権運動の指導者キング牧師の不当逮捕に対

して,民 主党のケネディ候補は南部白人票を失うことを覚悟のうえでキング牧

師の即時釈放を要求した。そしてケネディ暗殺後1964年,副 大統領から昇格 し

たジョンソン大統領は 「公民権法」を議会に提出し,黒 人に対する歴史上初め
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ての全面的な差別撤廃の法律を成立させた。オバマの当選は,こ うした 「奴隷

解放宣言」,「公民権法制定」に続 く,歴 史的な節 目といえる。

公民権運動が盛 り上がる1963年8月28日,人 種差別撤廃を求めて,20万 人以

上の人びとが首都ワシントンに集まった。「ワシントン大行進」である。その

ときキング牧師は目にうっす らと涙を浮かべ,「 私には夢がある。いつの日か

私の子供が,肌 の色で差別されることなく,人 間として生 きることができる日

が来ることを…」 と語った。あのとき遠 く未来を見つめた牧師が,そ の55年後

にアメリカに黒人大統領が誕生するとは,夢 にも思わなかったに違いない。

本稿では,最 初にバラク ・オバマを1人 の人間として考察したい。次にオバ

マはなぜ当選 したのかを分析 したい。そして最後はオバマ政権を担 う主要閣僚

を分析する。

「一滴の血のル ール」

バ ラク ・オバ マは1961年8月4日,ハ ワイのホノルルで誕生 した。1961年 と

いえばその年の1月20日 に ジ ョン ・F・ ケネデ ィが史上最年少43歳 とい う若 さ

で,第35代 合 衆 国大統領 に就任 した年 である。 しか もケネデ ィは歴代 大統 領が

ほ とん どWASP(WhiteAnglo-SaxonProtestant),す な わち 「白人,イ ギ リ

ス系,(キ リス ト教 の)新 教徒 」の なかで,初 めての アイル ラン ド系,カ トリ

ック教徒 であった。事 実選挙戦 において,ケ ネデ ィがカ トリック教徒 である こ

とが,「 最 終的 に忠誠 を尽 くすの はローマ法 王か,そ れ とも合 衆国か」 とい う

宗教 的議論 が しば しば争 点 となった。そ して2008年,今 度は初 めての黒人大統

領 の誕 生 となる。

オバ マの父親はケニア人である。名前 は同 じバ ラク ・フセイ ン ・オバマ。イ

ス ラム教徒 だった。イス ラム社会 では息子 は父親の名前を継 ぐことが多い。 こ

こでは本 人 と区別 して,オ バ マ ・シニア と呼ぶ。オバ マ ・シニアは1959年,23

歳 の ときにハ ワイ大 学での初 のアフ リカ人留学生 として経済学部 に入学 す る。
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当時のケニアはイギリスの植民地支配か ら独立 し,有 為な青年を欧米の大学に

学ばせ,祖 国建設の指導者に養成 しようとしていた。オバマ ・シニアはそのひ

とりだった。彼はハワイ大学で学ぶ留学生を組織 し,国 際学生協会 というグル

ープを立ち上げ,初 代会長 となった。学力 も抜群に優れ,成 績優秀者 として3

年で経済学部を卒業 している。その彼がロシア語の授業で出会ったのが,ス タ

ンリー ・アン ・ダナムという白人の女子学生であった。スタンリーとは父親の

名前であったが,こ れは父親が息子欲 しさにつけた名前で,彼 女は通称アンと

呼ばれた。彼女の一家は1959年 のカンザス州からハワイにやってきた。その同

じ年に,オ バマ ・シニアもハワイにやってきた。やがて2人 は結婚し,1961年

8月,オ バマが生まれた。黒人の父親と白人の母親との問に生まれた混血児で

ある。1)

アメリカには奴隷制度時代に考え出された 「1滴の血のルール」がある。2)

それはその人に1滴 で も黒人の血が流れていれば,た とえあとの99%が 白人だ

としても黒人と見なすという考え方である。このルールは,白 人が自分たちの

純潔を維持するために作 られた。その意味で50%の 血をもつオバマはまぎれも

なく黒人である。しか し半分は白人。その結果,「 オバマは奴隷の祖先 をもつ

本当の黒人なのか」という疑問が,今 回の大統領選挙では,特 に黒人有権者の

なかでしばしば議論 となった。

ハワイ大学を卒業したオバマ ・シニアに,ふ たつの大学か ら奨学金の申し出

があった。ひとつはニューヨーク州にあるニュースクール大学で,授 業料,生

活費などすべてを含めた全額奨学金だった。他方はアメリカを代表する名門校

ハーバー ド大学だった。 しか しこちらは授業料のみの奨学金だった。アンは夫

に妻子 を同行させるように懇願 したが,「私は最高の教育機会を見逃すことは

できない」 といって単身でハーバー ド大学のあるボス トンに向かった。卒業 し

た彼はその後妻子のいるハワイには戻 らず,祖 国ケニアに帰国してしまった。

その後父親がハワイに戻ってきたのは1度 だけである。そのときオバマは10歳

になっていた。オバマにとって父親は,そ のときの思い出だけである。その1

度だけの出会いが,オ バマを 「父親探 しの人生」に導 くこととなる。
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ジャカルタでの少年時代

父親がケニアに帰国したことにより,両 親は離婚 した。 しかしアンはす ぐに

インドネシアからハワイ大学に留学 していた別の男性 と知 り合った。ロロ ・ソ

エ トロというのがその人物だった。ふたりは2年 間の交際を経て結婚 した。オ

バマが6歳 の時だった。結婚と同時にソエ トロが突然,ハ ワイから姿を消した。

彼が急に帰国 した理由は,ア メリカ政府により滞在ビザが取 り消されたこと。

そして兵役に就 くために本国に召還されたのであった。アンは息子 とインドネ

シアに行 くことを決意 した。母子が父親の住むジャカルタにたどり着 くまでに

3日 かかった。その途中日本に立ち寄ったとき,船 上で抹茶アイスクリームを

食べたことをオバマは覚えている。こうしてオバマは10歳 までの4年 聞をジャ

カルタで過ごすことになる。

インドネシアの人口は現在2億4万 人で世界第4位 である。そのうち1億7

千万人がイスラム教徒で,こ れは1国 としては世界最大の人ロである。オバマ

の継父 もイスラム教徒である。最初オバマはカトリック系の学校に通ったが,

その後イスラム系の学校に転校 した。オバマの正式な名前は,バ ラク ・フセイ

ン ・オバマである。特にミドルネームのフセインは一般のアメリカ人にとって

は,か つてイラクの独裁者であったサダム ・フセインを思い出させ,多 くのア

メリカ人が 「オバマはイスラム教徒である」という印象をもった。そのことが

大統領選挙期間中にしばしば話題となり,オ バマにとっては大統領候補者とし

て,自 身に対する大きな誤解 となった。しかし彼 にとってこの若き日に,キ リ

ス ト教以外の国で生活することで,異 教徒の人間と一緒に生きる寛容さと知恵

を学んだ。

インドネシアは発展途上の国である。先進国のアメリカからやってきたオバ

マにとって,そ の生活水準の低 さは想像すらできなかった。貧富の差が激しく

町には物乞いがあふれ,飢 えに苦 しむ人びとを目の当た りにした。自分の家に

は電気は通じているもののエアコン,冷 蔵庫,水 洗 トイレなどなかった。ハワ

イでの快適な生活 しか知 らなかったオバマにとってこの経験は,貧 富の差 とい
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う世界の現実を認識させ,異 文化の多様性を経験する貴重な体験となった。

ジャカルタでの両親の夫婦仲は,オ バマにとって異父妹のマヤが生まれたも

のの,徐 々に悪化 し,結 局別居,離 婚 となった。その間母親は,オ バマへの教

育に力を注いだ。彼女は 「息子はアメリカ人であり,息 子の本当の人生はイン

ドネシアではなく祖国アメリカである」ことを信 じていた。ジャカルタのイン

ターナショナル ・スクールに通わせたかったが,そ の経済的余裕は彼女にはな

かった。そのため現地の学校に加え,ア メリカの通信教育を息子に受けさせた。

彼女は週5日,毎 朝4時 に息子を起こし,仕 事に出向くまでの3時 間みっちり

息子に個人教授をした。特に母国語である英語に対 して,き びしくレッスンを

おこなった。オバマが政治家になってからの雄弁家 としての高度な資質は,生

まれつ きの天性に加えて,こ うした母親のきびしい家庭教育にあったと推測で

きる。オバマが大統領に就任 し,そ の1ヶ 月後の2009年2月24日,連 邦議会合

同会議における演説を行い,「教育はまず家庭から始まる1」 と喝破 したのは,

この少年時代の思い出による信念によるものと考えられる。3)

自己のアイデンティティに悩む青春時代

1971年,10歳 だったオバマは単身ハワイに戻され,祖 父母 と暮 らすことにな

った。そしてオアフ島にある名門私立校ブナホウ ・アカデミーに入学 した。彼

は5年 生に編入 し,1979年 に卒業するまでそこで学んだ。ブナホウはキリス ト

教宣教師が創立 した学校で,そ の生徒は裕福な白人やアジア系であった。その

なかでオバマは数少ない黒人であり,彼 が子供心に,自 己の黒い肌を意識 し始

めたのはこの頃からである。

ハワイはアメリカの中では特殊な州である。本土からはるか遠 く離れた太平

洋の島であり,そ の人ロはアジア系,南 太平洋出身者が多数を占める。白人は

少数派で,黒 人はさらに少ない。その多民族社会で人々が仲良 くともに生きる,

これがアロハ ・スピリットと呼ばれるハワイの心である。オバマはそのアロハ

の世界で様々な民族の人々と毎 日過ごし,肌 の色,生 活習慣,宗 教の違いなど
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自然に受け入れるようになった。同時にまた自分の黒い肌を真剣に意識するよ

うになっていった。

ブナホウでオバマはレイという黒人の友人ができる。彼は軍隊で働 く父親の

転勤でロサンゼルスからハワイにやってきた。親友同士 となった彼 らはいつも

一緒に過ごした。本土からやってきたレイは,白 人と黒人の対立を折にふれオ

バマに語った。必然的にオバマは人種の違いを意識するようになった。学校に

行くとレイから白人の悪口を聞かされ,家 に帰るとそこで彼を待って くれてい

る人は,自 分を心から愛 してくれている白人の祖父母である。ある夜彼は,祖

父からひとつの事件を聞かされた。それは祖母が仕事から帰宅中,バ スの停留

所で大柄な男から物乞いを迫 られたという。かろうじて難を逃れ家に帰ると,

祖母は 「黒人は恐ろしい」 と夫に語る。その話を聞かされたオバマは,崖 から

突き落とされたような気持ちとなる。「自分はどちらの人間なのか?」 。このア

イデンティへの苦悩は,こ の先 もずっと続 くことになる。

ブナホウでオバマはバスケット・ボールを始めた。当時ハワイ大学のチーム

は全米選手権にも出場するほど強く,ハ ワイの人々の応援は熱狂的だった。オ

バマもそのひとりで,ブ ナホウ ・チームでなかなかレギュラー選手にはなれな

かったものの,寸 暇を惜 しんで一生懸命練習をした。オバマがバスケットをと

おして学んだことのひとつに,政 治家 としてのオバマに大きな影響 を与えたも

のがある。それはスポーツの世界には人種差別はないということだ。どんなス

ポーツであれ,目 的は勝利することである。そのために選手全員が一丸となっ

て目標に向かって努力する。そこには白人 も黒人 もない。勝つことしかない。

政治の世界でも同じである。オバマが初めて全米的に注 目された2004年 民主党

全国大会の基調演説で,「白人のアメリカも,黒 人のアメリカも,ア ジア系のア

メリカもない。あるのはひとつ,そ れはアメリカ合衆国だ1」 と彼は叫んだ。4)

その気持ちをさかのぼっていくとそのひとつの到達点に,オ バマがブナホウ時

代にバスケット・ボールをとおして学んだ平等 という信念がある。

オバマがハワイに戻 り,ポ ナホウに通い始めた年のクリスマス,母 と異父妹

のマヤ,そ してケニアの父親が帰ってくることになった。父親の滞在はおよそ



現代アメリカ政治の新潮流31

1カ 月ほどであったが,オ バマにとってそれが初めてのそして最後の父親と過

ごしたひとときだった。彼が父親に抱 く思い出はこの一瞬であ り,こ れによっ

て彼はその後数年間,ま すます 自己のアイデンティティの迷路をさまよった。

彼はケニア,カ ンザス,イ ンドネシア,ハ ワイと彼の人格を形成したすべての

文化を理解 しようとした。しかしそれはむしろ彼を混乱 させた。1979年 ブナホ

ウの卒業 とともに 「本当の自分 とは誰か」の答えを求めて,オ バマはカリフォ

ルニァに旅立った。

カ リフ ォルニア,ニ ューヨー ク,そ して シカゴへ

オバマが入学 したのはロサンゼルスに郊外にあるオキシデンタル ・カレッジ

という名のリベラルアーツの大学である。彼はそのキャンパスでハワイではな

い,本 土の,本 当のアメリカ社会で育ってきたアフリカ系アメリカ人と出会 う

ことになる。彼 らはオバマを中心にいつも徒党を組み一緒に行動 した。オバマ

は生まれたときから 「バ リー」 という愛称で呼ばれていたが,こ のころから自

身も自分のことを,そ して仲間たちも 「バラク」 と呼ぶようになった。自己の

原点に戻るに,ま ずは自分の名前に戻った。オキシデンタル時代,彼 に興味深

いエピソー ドがある。あるときオバマはジョイスという女子学生を黒人学生の

集会に誘った。すると彼女は 「私は黒人でなくて,多 人種人」 と答えた。彼女

の父親はイタリア人,母 親はアフリカ人,フ ランス人とアメリカ原住民 との混

血。 しかし 「1滴 の血のルール」からすれば黒人である。しか し彼女は,「多

人種からどうしてひとつだけ選ばなければならないのか」とオバマに迫った。

彼女のそのことばは,白 人と黒人の混血である自分が,な ぜそのひとつを選ば

なければならないのかという根源的な問いかけとなった。

オバマはこのとき生まれて初めて政治活動に参加 した。それは当時南アフリ

カにおけるアパル トヘイ ト(黒 人差別)政 策に反対するものであった。キャン

パス内で行われたその集会で,オ バマは初めて人前で演説 した。1分 間という

短いスピーチであったが,意 外にも拍手喝采を受けた。彼はこのときから,偉
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大なる雄弁家の片鱗を見せ始めていた。 しか しそれ以外は平凡な学生生活だっ

た。オバマは新たな刺激 と挑戦を求めて,ニ ューヨークのコロンビア大学に編

入 した。 というのはオキシデンタルには優秀な学生を対象に,コ ロンビア大学

と交換編入プログラムがあったからである。

イース トハーレムに近い安い家賃のアパー トで,オ バマのニューヨーク生活

が始まった。彼は政治学を専攻 し熱心に勉強した。特に自分のルーツを求めて,

黒入の歴史,文 学,そ してキング牧師やマルコムXと いった黒人運動家の著作

を毎晩読みふけった。

ニューヨークで21歳 となった年の11月,オ バマは叔母のジェーンと名乗る女

性のナイロビからの電話を突然受け,父 親が交通事故で死んだことを知らされ

た。10歳 の時,ハ ワイで父親に出会ったその思い出が走馬灯のように彼の頭を

駆け巡 り,し ばらく涙があふれて止まらなかった。

1983年 オバマはコロンビア大学を卒業した。彼はコミュニティの組織に関わ

る地域活動家,す なわちコミュニティ ・オーガナイザーとしてキャリアを目指

す決心をした。「コミュニティを形成し,コ ミュニティのために闘い,庭 と同

じようにコミュニティの世話をする」というのがオバマの考えだった。 しか し

ニューヨークで就職活動 したものの,そ のチャンスはなかった。やむを得ず経

営コンサルタントの会社に職を得たものの,コ ミュニティ ・オーガナイザーへ

の夢はあきらめ切れなかった。2年 後やっと働 き口の話が来た。それはシカゴ

からだった。

コミュニティ・オーガナイザーの経験が政治家としての資質 を育む

地域社会活動 という仕事は,貧 困に苦 しむ人びと,社 会的に不当な扱いを受

けている人びと,劣 悪な生活環境にいる人びとの声を聞き,そ の救済や改善を

行政に要求し実現することを目標 としている。そのためには近隣住民を結束さ

せ,重 要な課題について話し合い,彼 らと団結しなければならない。そうする

ことによって失業者の救済,雇 用の創出,再 就職のための職業訓練,学 校設備
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の改善等 といったことを,政 治家 と行政に訴えることができる。 しかし当時の

シカゴは初めての黒人市長ハロル ド・ワシントンと白人市議会が激 しく対立

し,貧 しい黒人地域への行政サービスはひどく遅れていた。そうしたなかオバ

マはコミュニティ開発プロジェク ト(DCP)と いう団体で働き始めた。

オバマにとって最初の仕事は,人 びとが何に苦 しみ,ど んな要望をもってい

るかを知ることだった。そのためには彼 らに直接会い,話 し合 うことだ。 しか

しそれはむずかしいことだった。人びとは毎 日の生活に追われ,オ バマが申し

込んで会 うにしても夜 しかなかった。 しかも彼 らは仕事で疲れきっていて,ま

ともに彼の相手をしてくれなかった。 しかしオバマは辛抱強く語 りかけ,彼 ら

の胸の内が開くのを待った。そして住民は,オ バマの誠実 さに徐々に心を開く

ようになっていった。結果として人びとと膝をまじえての語 り合うこの経験は,

有権者 との直接対話 という政治家 としての資質をオバマのなかに大 きく育てる

こととなった。

問題が判明し,人 びとの要求がはっきりしたとき,次 はそれをどのように解

決するかである。そのためには住民に対 して具体的な解決策を提示 し,彼 らを

立ち上がらせ,団 結 させなければならい。しか し慣れない町での彼の仕事は,

最初はうまくいかなかった。個々人間,組 織間の利益争いのため,彼 は何度 も

困難に遭遇 した。しか し彼はあ きらめず,住 民たちの参加意欲を高めるために,

彼 らの心の中に飛び込んでいった。

オバマが手がけた数多 くのプロジェク トの中で,大 勝利 したのがオール トゲ

ル ド・ガーデンズ公営住宅の再開発だった。オール トゲル ド・ガーデンズは戸

数2000戸 の団地である。いずれも2階 建てのレンガ造 りの建物は老朽化 し荒れ

放題だった。またその周辺は廃棄物処理施設やゴミ埋め立て処分場,下 水処理

場 もあった。そのため環境汚染が著 しく,団 地付近全体に異臭が立ち込め,近

所の川に棲む魚には変色や奇形が発生 していた。 この現実を目の当たりにした

オバマは,コ ミュニティの教会に注 目し,聖 職者 と信徒を動員することを考え

た。礼拝後牧師に呼びかけさせ集会を開き,参 加者に日頃不満に感 じているこ

とを遠慮なく話 し合わせた。教会以外でおこなった集会 もやがて教会内で開か
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れる大集会に発展 していった。オバマはまず失業 と再就職対策として,そ の地

域に雇用機会を誘致することに力を入れた。具体的には小売店,レ ス トランな

どのサービス業などを中心に,単純労働を提供するビジネスの誘致に成功 した。

また環境問題については地域浄化運動を組織化することができた。一方ゴミ処

理サービスや公園の整地の充実,青 少年向けの就職セミナーの開催,そ して犯

罪監視プログラムも開始 した。こうした活動の中でオバマは,政 治力 と法律の

重要性を痛感した。なぜならばそうしたコミュニティの改善と発展は,地 元の

議員の理解 と協力なしではなかなか前に進まず,ま た議員を説得するには正当

なる法律の知識が求められるからだ。

コミュニティ ・オーガナイザーとしてオバマは初めて実社会で幅広い経験 を

した。それが同時に彼の政治家 として資質を育てることとなった。誰とでも話

し友人となれること,そ の人たちに問題を明確にし,解 決のための具体的な方

法を説明し相手に協力 させること,ま た目標達成のために綿密な計画を立てる

こと,そ して結果を急がず,で きることから一つひとつ始めること。オバマを

支援 したコミュニティのアルヴィン ・ラブ牧師は2007年3月 シカゴ ・トリビュ

ーン紙のインタビューで次のように語っている。「バラクは根っか らのコミュ

ニテー ・オーガナイザーと私はつ くづ く思います。彼が今やっていることはま

さにそれでしょう。ただ今回は,組 織化するコミュニティのスケールが(国 家

という)と てつもな く大きいということです」と。5)

「効率的な方法で問題を解決するには,法 律の知識を身につけなければなら

ない」,こ ういってオバマはバーバー ド法律大学院で学ぶため3年 後シカゴを

去った。そのときコミュニティの仲間は,「 オバマは私たちだけのための人で

はない」といって彼を温か くボス トンに見送った。

ミッシェルとの結婚

大統領選挙に出馬 したときから,「オバマは本当に黒人か?」 という疑問が

しばしば投げかけられてきた。それも白人か らではなく黒人か らの問いかけで
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ある。それは彼が白人と黒人の混血であるという事実。そ してその父親はケニ

ア人で,祖 先が奴隷ではない という根拠によるものだった。アメリカの黒人社

会でカリスマ的な公民権運動指導者であり,1988年 大統領選挙にも立候補 した

ジェシー ・ジャクソン師は,シ カゴ時代の早 くか らオバマに注 目してきたもの

の,ひ んぱんに 「本当の意味でオバマは真のアメリカの黒人 とは思えない」 と

批判 してきた。祖先を奴隷制度にさかのぼるアフリカ系アメリカ人にしてみれ

ば,オ バマは半分黒人であってもそれは奴隷ではなく留学生 としてハワイに来

たケニア人の血でしかない。オバマの存在は,一 般的な白人には 「白人とアフ

リカ人に生まれた黒人」 と思われ,一 方黒人からは 「奴隷制度のルーツとは違

う人」 と見 られた。 しかしオバマ自身には,長 年苦 しみ続けてきた自身のアイ

デンティティを決定する人生の大 きな出来事があった。それはミッシェルとの

出会いである。

オバマは法律大学院の1年 目を終えた夏,研 修生 としてシカゴの企業弁護士

事務所に雇われた。そこで彼の世話をまかされたのがミッシェルだった。彼女

も同じハーバー ド・ロースクール卒で,オ バマよりも3歳 年下,弁 護士 として

は先輩である。

ミッシェルが育ったのは,オ バマがコミュニティ ・オーガナイザーをしてい

たす ぐ近 く,サ ウスサイ ドだった。2008年 民主党全国大会で彼女自身が自己を

表現 したように,そ こはシカゴの最 も貧 しい地域であ り,ま さに彼女は 「サウ

スサイ ド・ガール」である。オバマはミッシェルのロビンソン家 をしばしば訪

ねるようになる。父親のフレイジャーは陽気でやさしい人だった。母親のマリ

アンは家族の世話をし,子 供の学校ではボランティア活動をする積極的な人だ

った。兄のクレイグは大学時代バスケット・ボールの選手で,当 時はサラリー

マンだったものの,い つかはバスケット・ボールのコーチになりたいとの夢を

もち,オ バマとバスケットの話がはずんだ。彼はミッシェルの家を訪れるたび

に心が安らいだ。なぜならばそこにオバマが求める家族がいた。彼には父親は

いたが,一 緒に住むことはなかった。しかしフレイジャーをお父さんと呼ぶ ミ

ッシェルの横 にいて,オ バマは彼に父親の姿を重ねた。彼女の父親は30歳のと
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き多発性硬化症 という病気になり,そ れから25年間病状がしだいに悪化するな

か,家 族のために身を粉にして働 き続けた。そこにはオバマが求めるやさしい

家族思いの理想的な父親の姿があった。

1992年10月3日,二 人はオバマが所属するトリニティ教会で結婚式をあげた。

シカゴの黒人女性 と結婚 したことによって,オ バマのアイデンティティがつい

に確定した。それは 「私はアフリカ系アメリカ人である」ということである。

彼には白人の母親 祖父母がいた。そしてケニア人の父親,イ ンドネシア人の

継父がいた。 自分がいったい誰なのか,自 分探 しの人生にそれまで長年ずっと

翻弄されて続けてきた。しか しミッシェルに会い,彼 女をとお して理想の家族,

自分の家族をやっと見つけた。また彼 らも自分を家族の一員として温か く受け

入れてくれた。オバマにとって,家 族のこうしたぬくもりと優 しさは初めてだ

った。オバマが大統領選挙に勝利 した後,何 人かの政治評論家は指摘する。も

しオバマが白人女性 と結婚 していたらどうであったろうと。それは仮定の話と

して,ど うなったかわからない。 もちろん白人社会に入って違った人生になっ

たかもしれない。 しかしシカゴでコミュニティ ・オーガナイザーとして黒人社

会にどっぷりつかり,ミ ッシェルと出会い結婚 し,2人 の娘を得た。オバマは

半分白人の血であったとしても,も う完全に黒人になった。それはミッシェル

が彼をそうしたのである。その夫が2008年 大統領選挙で勝利 した。人びとは11

月5日,シ カゴのスタジアムで勝利宣言スピーチ終了後,オ バマがミッシェル

と2人 の娘マリァとサーシャと抱 き合 う姿を見たとき,そ こに次期大統領の雄

姿を描 き,横 にいる魅力的な妻 と2人 のかわいい娘に,理 想のアメリカ家族像

を見た。こうしてアメリカの政治は,歴 史上初めて人種 という大 きなハー ドル

を乗 り越えた。6)

オバマは 「脱 人種 的人間」,そ れとも宇宙人,も しくはスーパ ーマン?

2008年 の大統領選挙は,ア メリカがはたして黒人かあるいは女性の大統領を

誕生 させるほど変わったのが注 目された。結果として民主党は黒人大統領候補
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を選出した。しかし実は,そ の候補者がはたして本当のアメリカ黒人か どうか,

いつまでもはっきりしなかった。選挙戦を進めるにあた り,オ バマにとって自

分が何者なのか,そ の分からなさが有利 に働いた。ケニア人の父親と白人の母

親 本土から遠 く離れたハ ワイ生まれ,イ ンドネシアでの異文化経験,大 学は

カリフォルニアからニューヨーク,卒 業したあとハワイには戻 らずシカゴで急

落下 し就職。そして次はハーバー ド大学。そこで彼は,黒 人として初めてハー

バー ド・ロー ・レビューというアメリカを代表する法律専門誌の編集長になっ

た。本来であればそれだけの優等生であれば,卒 業後ニューヨークなど大都会

の一流法律事務所に真っ先に引 き抜かれ,高 給取 りの弁護士になっているはず

である。しかしそ うはせずに,ミ ッシェルが住むシカゴにす ぐ帰ってきた。

「そんなオバマとは何者だ」,この疑問と興味深さが,有 権者の関心をそそった。

そのオバマのわか らなさを,ア メリカで政治活動をなさってきた渡辺将人氏

は彼の著書 「オバマのアメリカ」(冬 幻社)の 中で 「脱人種的」 と表現 してい

る。氏によれば今までの黒人指導者のキーワー ドを 「怒 り」であった。奴隷制

度への怒 り,人 種差別への怒 り,そ れ らはすべて白人への怒 りとなった。2005

年ニューオリンズを襲ったハリケー ン・カ トリーナの被害者は,そ の多 くが黒

人だった。避難民となった彼らが収容された施設の悲惨さに衝撃を受けた黒人

指導者は,「 これは奴隷船と同じだ1」 と怒 りをあらわにした。 しかしオバマ

は怒 りのことばを避けた。白人を怒っても何の解決にもならないことを彼は知

っていた。大切なのはどうやったらそうした被害者たちを救済するかという具

体的な方法論だった。確かにカトリーナの被害は悲惨 を極めた。 ミッシシッピ

ー川河口にあるニューオリンズがある日突然メキシコ湾に埋没 してしまった。

しかしブッシュ大統領は事態への対応は遅かった。結局人口のほとんどを占め

る黒人が犠牲 となった。しかしオバマはその黒人たちの先頭に立って怒 り狂 う

ことはなかった。7)

こうしたオバマのわからなさを,明 治大学の越智道雄教授は 「宇宙人」,ジ

ャーナリス トの町田智浩氏は 「スーパーマン」 と,彼 らの対談集 「オバマ ・シ

ョック」(集 英社)の 中でそれぞれ呼んだ。越智教授は,オ バマは 「絶対的ア
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ウ トサイダー」と言い切る。事実オバマは人種,階 級,宗 教,コ ミュニティ,

家族関係などにおいてどこにも帰属 してこなかった。また帰属できなかった。

逆にいうと,臨 機応変にそのときその都合で,ど こにでも帰属できる。その柔

軟性がある。教授によれば 「宇宙人 とは否定的な意味ではなく,み んな出口が

わからず,て んやわんやのとき現れる人」 とのこと。確かにイラク,ア フガン

におけるテロとの戦争,未 曾有の経済危機,貧 困,医 療,環 境問題等,今 や

「てんやわんや」のときに,オ バマは彗星の如 く,す うと私たちの目の前に現

れた。少 し肌の色は濃いけれども。そう考えると確かに 「オバマは宇宙人」 と

いう教授の見方は興味深い。一方町田氏は 「スーパーマン」ではないか という。

スーパーマンは生まれた自分の星が爆発 してしまい,ゆ りかごに入れられて地

球に流れ,カ ンザス州の農民に拾われる。クラーク ・ケントという名前が付け

られ,本 人は一生懸命にアメリカ人になろうとする。そのために彼はスーパー

マンとして,真 実と正義,そ してアメリカのために悪と戦う。自己のアイデン

ティティを求めてさまよい続けてきたオバマは,ス ーパーマンのように必死で

アメリカ人になろうとしてきたのではないか。8)

「スーパーマ ン ・オバマ」の登場

2008年 大統領選挙の結果は,選 挙人獲得数ではオバマ365人,マ ケイン173人

で,オ バマの圧勝であった。 しかし一般有権者投票ではオバマは6,453万 票で

投票総数の52%,マ ケインが5,680万 票で全体の46%,そ の差 は8%と 必ず し

も大 きいものではない。これは従来共和党の地盤であったバージニア,オ ハイ

オ,フ ロリダといった選挙人の多い州で,オ バマが勝利 したことが原因である。

ではなぜオバマは勝ったのか。それはブッシュ政権8年 間でアメリカが大 きく

分裂し,国 民はこの数年間,出 口の見えない閉塞感に苦 しんできたか らである。

事実,国 民の8割 がアメリカは間違った方向に向いていると感じ,世 論調査で

のブッシュ大統領への支持率は23%し かなかった。これほどまで不人気な大統

領は歴史的にも珍しい。外交評論家の岡本行夫氏は,読 売新聞の座談会でブッ
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シュの失政を見て,「残酷だが,後 世の歴史家 は,ブ キャナンなど過去の数人

と並ぶ史上最悪の大統領 という評価 を下すのではないか」 と語っている。9)

岡本氏の説には,そ の通 りと思われる十分な根拠がある。なぜならば9.11同

時多発テロ事件 という衝撃がアメリカを襲ったあと,ブ ッシュは国連を中心と

した多 くの国々の意見を無視 し,単 独行動でイラク戦争を始めた。イラクが大

量破壊兵器を所有し,ア ルカイダなどのテロリス ト集団を支援 しているという

のが,戦 争を始めるその大義名分だった。しかし後になって,イ ラクには大量

破壊兵器がなかったことが判明 した。その誤った大義の結果,4,000人 以上の

アメリカ兵 と100万 人以上のイラク人が犠牲 となった。そればか りではない。

ハリケーンでニューオリンズが壊滅的な被害を受けたにもかかわらず,被 災者

の救済は不十分だった。またテロとの戦争による軍事費急増で,ク リントン政

権時代に達成 した財政黒字を,1兆 ドルに迫る赤字にしてしまった。こうして

アメリカは国際社会での地位を失墜 し,国 内もベ トナム戦争以来の分裂状態 と

なった。こうなったブッシュの責任は計 り知れない。八方ふさが りの閉塞感に

あえぐ国民の前に,突 然スーパーマンのごとく出現 したのがオバマだった。彼

の"Change1Yes,wecan1"(変 えよう,ア メリカを1わ れわれはで きる1)

をことばは,変 化 と希望を求める人びとの魂を激 しく揺 さぶった。天性の雄弁

さに支えられた彼のメッセージは,特 に若い世代を中心にお互いが共鳴 しあい,

雪だるま式に 「オバマ現象」を膨 らませていった。その勢いはアメリカ国内ば

かりでなく,ア メリカ失望していた多くの国々にも広がることとなる。

オバマ勝利の最大の要因は金融危機

2008年9月 上旬,リ ーマン ・ブラザーズという会社が倒産した。リーマンは

業界第4位 の投資銀行であ り,ま た証券会社である。アメリカではこの破綻を

機iに,金 融危機iが始まった。今回のそれは,1930年 代の世界大恐慌に匹敵する

規模だといわれる。実はすでに2年 前からサブプライム住宅ローンの破たんで,

アメリカ経済は混乱をきた していた。1980年 代のレーガン大統領は 「小さな政
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府」を標榜 し,徹 底 した規制緩和 と自由放任の経済政策を進めた。いわゆる

「新自由主義」 と呼ばれる経済政策である。それでもクリントン時代 はIT産 業

の好況でアメリカはなんとか繁栄 してきた。 しかしブッシュ時代になると財政

赤字の急激な悪化 とともにその矛盾が著 しく露呈 してきた。これは30年 間にわ

たる新自由主義の破綻 と呼んでもいい。毎 日新聞の斉場保伸氏は 「今の世界経

済の惨状をたとえると,世 界経済という超高層ビルが,リ ーマ ン・ショックと

いう大地震で崩壊が始まり,加 速度的に崩壊を続けている状態だ。崩壊がいつ

止 まるか,誰 にも分か らない。 ここに問題の深刻 さがある」 と指摘 してい

る。lo)

選挙を目前に控えたオバマ,マ ケイン両候補は,当 然のことながらその対応

を迫られた。金融危機が報 じられた9月 中旬,マ ケインはフロリダにいた。彼

はジャクソンビル という町での集会で,「 アメリカ経済のフンダメンタルズ

(fundamentals・1国 の経済状況 を示す基本的指標)は 健全」と論 じた。これ

は彼が数か月間にわたって繰 り返してきたことばだった。すなわち 「心配する

には当たらない」ということだった。

ブッシュ政権はこの金融危機に対 して,7,000億 ドルの金融安定化法案を連

邦議会に提出すると発表した。このとき大統領候補であったとしても事実上ま

だともに現職の上院議員であるオバマとマケインは,こ の法案に即対応しなけ

ればならない。オバマは政治的立場 を超えてマケインと一緒にこの救済案を支

持しよう考えた。しかしマケインは9月24日,こ の際選挙運動を一時停止 し,

さらに2日 後に予定されている第1回 大統領候補討論会を延期しようとオバマ

に呼びかけた。オバマは 「次の大統領になる人物がこの金融危機にどう対処す

るかを,国 民は今一番知 りたがっている。何 よりも大統領の仕事 とは,い くつ

もの困難な問題を同時に解決していかなければならない1」 と言ってマケイン

の提案を一蹴 した。結局法案は10月3日 採決されたが,こ のリーマン ・ショッ

クに対するオバマの毅然 とした態度は国民の信頼感を生む一方,マ ケインのふ

らつ きは多 くの共和党支持者にとっても大 きな失望 となった。

世界大恐慌の再来とも思われるこの金融危機に対 して,オ バマの経済政策立
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案は迅速だった。彼は今までの 「小さな政府」から 「大 きな政府」,す なわち

連邦政府が積極的に経済政策を主導してい くことを言明した。まず失業対策で

は,エ ネルギーや環境開発の分野で500万 人の雇用を創出すること,さ らに次

世代バイオ燃料の技術開発 などに今後10年 間1,500億 ドルを投資。ハイブリッ

ド車や電気 自動車を2015年 までに100万 台にすることを約束 した。さらにオバ

マが重視 したのは,低 所得者や勤労世帯に対する税制改革だった。彼は勤労者

の95%に 減税,低 所得者を中心 に1人 あた り500ドルを支給することを公約 し

た。また年収25万 ドル以上の高額所得者には増税,巨 額の利益を得ている石油

会社への課税強化を発表した。しか しこうした 「大きな政府」による経済政策

は,当 然財政赤字を増大させる。事実,2009年 度の赤字額は過去最大だった前

年度の2.5倍 の約1.2兆 ドル(約120兆 円)に 急膨張すると予測 されている。

オバマは経済政策ではブッシュ政権以上に困難な道を歩むことになる。11)

オバマ ・インターネ ッ ト政党

アメ リカ を代 表す る週 刊誌 で ある タイム は,2009年 新 年号 の"Personof

theYear"に オバ マ を選んだ。12)そ の 記事の 中でデ ィビッ ド・ヴ ォン ・ドリ

ール(DavidVonDrehle)氏 は ,2008年 大 統領 選挙 は,従 来 の民 主党対共和

党では な く,オ バマ党対共和党の戦いだ った と振 り返 る。氏が意味す ることと

は何か。それはオバマ陣営が,そ の選挙戦略 にかつて なか った ほどの大規模 な

スケ ールで,イ ンター ネ ッ トを中心 としたIT技 術 を活用 した ことだ。 これ は

2004年 の 大統領選挙で民主党か ら立候補 したハ ワー ド ・デ ィー ンの インター ネ

ッ ト戦略 にヒン トを得た ものだ った。オバマ はネッ ト交流サー ビスの大手企業

であ る 「フェースブ ック」の創設者 を顧問 に迎 え,オ バマ支持者の組織化 に成

功 した。具体的 には,支 持者の名前,携 帯,パ ソコンの メール ア ドレス,電 話

番号,郵 便番号 をデー ターベース化 し,支 持者の 自宅か ら2か ら50マ イル位 ま

での地域で開催 され る各種 イベ ン トの情報 をメイルでその都度知 らせた。 さ ら

に個別訪問や電話 による支持の要請,有 権者=登録 を していない人へ の呼びかけ,
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支持者 自宅でのミーティングなど,選 挙運動に関するありとあらゆる情報が,

毎日メイルに届けられた。またこれらの情報を受信 した支持者は,必 ず最低一

人の友人や知人に,自 分のコメントをつけてメイル内容を転送する仕組みにな

っていた。コメントをつけることによってお互いの対話が生まれ,そ のネット

ワークは雪だるま式に大きくなっていった。その規模は1,300万 人近 くにも及

び,う ちおよそ100万 人がボランティアの実働部隊としてオバマ支持への選挙

運動を全米で幅広 く展開した。これだけ多 くの人が関わってくると,斬 新なア

イディァが次々と生まれる。そのひとつがユーチューブ(YouTube)で ある。

ユーチューブはインターネットの動画共有サイ トで,素 人が撮影 し編集 した映

像が画面に流される。オバマ支持者たちは選挙戦序盤か ら,自 分たちが撮った

映像をひっきりなしにユーチューブに乗せた。特に話題になったのが,「 オバ

マガール」を自称する若い女性たちが,オ バマ と自分たちの映像を並べて歌 う

動画だ。タレント並みの人気 となった彼女 らは,2008年8月 下旬デンバーで開

催された民主党全国大会にも突然現れ,初 日の夜にオバマガール決起パーティ

まで催 した。これらはどこまでオバマ陣営が関わっているのか,あ るいはあく

までも支持者たちの自主的な動 きなのか,そ れは不明である。いずれにせ よ

2008年 は,こ うした動画共有サイ トが大 きな影響を及ぼす初めての大統領選挙

となった。

オバマ陣営のインターネット戦略は,次 の2点 で大成功をおさめた。ひとつ

は従来政治にはあまり興味を持たない若者を選挙戦に引き込んだことだ。携帯

電話やパソコンにオバマ支持の友人からメイルが入 り,自 分の意見 を求められ

る。 まわりもみんなそうで,こ のオバマ ・ブームに自分 も乗 らないと,1人 取

り残 されるような気持ちになる,そ していつのまにかオバマ支持者軍団の一員

となって全力で走っている,と いう感 じである。もうひとつはお金である。ア

メリカの選挙における個人献金は上限2,300ド ル。前半の予備選挙でヒラリ

ー ・クリン トン候補は何万人もの支持者か らこの上限である2 ,300ドルを集め

た。しかしいったん集めたら,も うそれで最後である。しかしオバマはメイル

を通して5ド ル,10ド ルを求めた。支持者にすればカフェでのコーヒー1杯 を
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我慢し,5ド ルを献金する。またそうすることによって自分もオバマ ・キャン

ペーンの一員となった嬉 しい連帯感を共有する。陣営にとってお金が足 りなく

なったら,「またあと5ド ル,ご 協力願えませんか」 と頼むことができる。オ

バマはこの個人献金システムの組織化に見事に成功 し,豊 富な資金力をバ ック

に選挙戦を進めることがで きたのである。

副大統領候補者が有権者の信頼感を変える

共和党のマケインが副大統領候補に選ぶまで,サ ラ ・ペイリンという女性は

全 く無名だった。ペイリンは44歳 。2006年 に全米最年少で,ア ラスカでは初め

ての女性州知事 となった。彼女はアラスカのワシラ市の市会議員(1962年),

市長(1966年)と なった。2男3女 の母親であるが,そ の政治的信条は徹底 し

た保守主義で,人 工妊娠中絶,同 性愛者結婚は絶対反対,死 刑制度支持,銃 器

保持賛成といった共和党右派を代表する政治家である。党内で一匹狼的存在で

あるマケインにとって,共 和党の支持基盤であるキリス ト教右派が歓迎するラ

ニングメイト(runningmate二 副大統領候補者)に する必要性があった。一方

オバマはパー トナーにデルウェア州選出の上院議員であるジョセブ ・バイデン

を選んでいた。バイデンは66歳。1973年 に当選 し,以 来在職36年,2001年 か ら

は外交委員長の要職にある上院の重鎮である。彼には上院議員に当選 した年,

妻と幼い娘を交通事故で一度に失うという不幸があった。さらに同乗 し瀕死の

重傷を負った2人 の息子を,その後不眠不休で看病したという思い出もあった。

そのときあまりの失意のため,バ イデンは上院議員になることをあきらめたと

いう。 しかし当時民主党指導者であったマイク ・マンスフィール ド院内総務

(モンタナ州選出)に 「妻 と子供のため,政 治に尽 くせ」 と説得 され政界に入

ったというエピソー ドを持つ。議員になって以来,自 宅があるウィルミントン

という町から片道1時 間半かけてワシン トンに電車通勤をしているとい うの

も,バ イデンの素朴な人間性 を感じさせる。

アメリカの大統領選挙では副大統領候補が誰か,と いうのは有権者にとって
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大きな意味を持つ。なぜならばもし大統領に万が一のことがあったとき,そ の

職を継 ぐのは副大統領だからである。1961年 第35代 大統領になったジョン ・

F・ ケネディは志半ばで,1963年11月 ダラスで暗殺者の凶弾に倒れた。副大統

領から昇格 したリンドン ・ジョンソンは,そ の後アメリカをベ トナム戦争の泥

沼に引き込み多 くの犠牲者を出した。アメリカ国民はそのことを決して忘れて

いない。

極めて残念なことではあるが,オ バマが民主党内で大統領の有力候補になっ

た瞬間から,ア メリカでは 「オバマ暗殺説」がささやかれるようになった。そ

れは 「黒人の大統領だけは絶対に許さない」 というKKK(ク ークラックスク

ラン)と いった白人至上主義の過激集団の主張である。オバマ大統領の誕生を

歓迎 しつつも,実 は多 くのアメリカ人が口にはださないものの 「ケネディ暗殺

再現の恐怖」を感 じている。だからこそ,副 大統領が重要となる。ここで悲劇

を予測することはしない。ただ政治は現実である。外交的にも経済的にもオバ

マの未熟な部分をバイデンは包容 し,い ざとなったら自らが大統領 としての職

務を全 うしてくれるという信頼感がある。一方マケインは72歳 である。当選す

れば,史 上最高齢の大統領 となる。ベ トナム戦争で捕虜 となり,5年 間牢獄に

拘束された身体的後遺症 もある。たとえ当選 しても4年 後マケインの再選はあ

りえるのか,こ れは共和党員ばか りでなく,国 民の誰 しもが疑問を感 じていた。

共和党全国大会終了後の9月 初旬,ペ イリンの登場でマケインは支持率で一

時オバマを上まわることがあった。 しか しその注 目度がゆえ,ペ イリンは集中

的にマスコミの話題 となった。インタビューを受け,「 アフリカという国はど

こですか」,「アラスカか らロシアの町が見えます」といった訳のわか らない発

言をして有権者を当惑させた。極めつけはペイリンの横領とも思われる浪費だ

った。共和党は彼女に対して,副 大統領候補の必要経費として15万 ドルを用意

した。彼女はそのお金でスーッを3着 新調し,さ らにブラン ド品を買いあさっ

たと伝 えられる。それも夫のスーツを含めてである。そうした批判に対 してペ

イリンは 「この服は私のものではない。共和党全国委員会が買った照明器具や

舞台装置と同じだ」と弁明した。こうしたペイリンの言動を見たとき,多 くの
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有権者が高齢のマケインが倒れたとき,こ の人にアメリカを世界を,本 当に任

せることができるのか という,底 知れない不安を感 じた。マケインのペイリン

選択は失敗だった。オバマは副大統領人選においても,マ ケインに勝利 したの

である。12)

大統領就任演説=「 新 しい責任の時代」

2009年1月20日,ア メリカは新たな歴史の節目を迎えた。オバマ新大統領就

任式の日である。極寒のワシン トンは零下2度 。 しか しオバマの大統領就任を

祝うため,全 米から200万 人以上の人びとがそこに集まった。大統領就任式と

してこの観客数は,も ちろん過去最多である。オバマはミッシェル夫人が持つ

リンカーン大統領が使用した聖書に手をおき,ジ ョン ・ロバーツ連邦最高裁判

所長官のことばに従い宣誓した。そのときリンカーン記念堂周辺を埋め尽 くし

た50万 人以上の聴衆のどよめきが地面を激しく揺るがした。それはまさしくア

メリカ史上初のアフリカ系(黒 人)ア メリカ人大統領誕生の歴史的瞬間だった。

人びとはかつてリンカーンやフランクリン ・ルーズベル ト,ケ ネディといっ

た大統領の就任演説に見られた歴史に残 ることばを期待 していた。しかしオバ

マは選挙期間中の標語にしていた 「チェンジ」「イエス,ウ ィー,キ ャン」 と

いうことばはまった く出さず,全 体的に堅実な内容の演説だった。それは 「も

う選挙は終わり,こ れか らは国に責任を持つ統治者となる」,と い うオバマの

強い決意を示 していた。彼は歴代44人 の大統領宣誓のその多 くが国家的危機の

中でおこなわれたことを振 り返 り,「その苦難を乗 り越えることができたのは,

アメリカの人民がたえず建国の理想 と精神に忠実であったからだ」と指摘 した。

アメリカの現状については 「テロとの戦時下にあ り,経 済は著しく悪化 してい

る」 との認識を表明した。 また 「それらの難題を短期間で対処することはでき

ない,し かし私たちは必ず解決できる」 と語った。「アメリカの再生」,こ れが

まさにオバマのメッセージだった。「そのために今求められていることは新た

な責任の時代であり,そ こでは国民一人ひとりが自身と祖国に,そ して世界に
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責任があることを認識すべ きである」 と述べ,国 家再生への自覚 と努力を促 し

た。これは1961年1月,歴 史の残る名句となったケネディ大統領就任演説の,

「国家があなたに何をしてくれるのかを求めるのではなく,あ なたが国のため

に何ができるのかを考えよ1」 ということばを彷彿 させた。

一方世界 との関わ りについては,テ ロリス トに対 して 「私たちの精神 は一層

強固であ り,く じけることはない。先に倒れるのは君たちだ。私は君たちを打

ち負かす1」 と断言し,軍 最高司令官としての不退転の決意を示した。しかし

かつてブッシュ前大統領が 「悪の枢軸」と呼んで名指しで非難したイラン,シ

リア,北 朝鮮などの独裁的国家 に対 しては,「握 りしめたそのこぶしを開 くな

ら,私 たちが手をさしのべるであろうことを知るべきだ」と,対 話 と協調を呼

びかけた。

就任演説全体の中で,オ バマが南北戦争 と関連 して人種隔離 ということばを

ロにしたものの,黒 人である自分についてはひとことも語 ることはなかった。

それはオバマ自身を含めて,彼 を見つめる全米,全 世界のひとたちが,「新 し

い合衆国大統領は白人でも黒人でもなく,た だアメリカ人なのだ」 と感 じたに

違いない。こうして2009年 大統領就任式は未曾有の国家的危機iに直面 しながら

も,国 民にとって自信 と希望の新 しい門出となった。

「チーム ・オブ ・ライバル ズ」政権誕生

オバマは政権の人事にあたり,「チーム ・オブ ・ライバルズ(好 敵手からな

るチーム)」 とい う歴史書 を参考にしたといわれる。 これはリンカーン大統領

の統治を分析 した分厚い本で,リ ンカーンが大統領選挙で党内指名を争ったラ

イバルを陸軍長官に指名するなど,考 え方の違った人物を自分の政権に取 り組

んだことからつけられた書名である。その名の通 りオバマは党内指名争いで終

始激 しく戦い,と きには 「オバマよ,恥 を知れ1」 と彼を桐喝 したヒラリー ・

クリントンを,オ バマ外交の顔となる国務長官に任命 した。当初クリントンを

副大統領候補にする可能性 も指摘されたが,オ バマは元ファース ト・レディと
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して世界の多 くの指導者 を知己にもつヒラリーを,外 交の即戦力 として最大限

に活用できると判断した。一方年功序列が強い上院で,議 員歴2期 目のヒラリ

ーには主要委員長職に就ける可能性はまだ低い。60歳 の彼女にとってもしオバ

マ政権が2期8年 続けば,そ の後の大統領選挙に再出馬するのも年齢的になか

なかむずかしい。であれば事実上政権内第3位 の立場 となる国務長官 となって,

国政に自己の指導力 を発揮 したいと考えたに違いない。

オバマは国防長官に現職のロバー ト・ゲーツ(65歳)を 留任 させた。これは

イラクからの米軍撤退問題 と,ア フガニスタンでの戦争が進む中で,現 地と軍

の事情を十分に把握 しており,党 派を超えた支持 を集めるゲーッが政権にとっ

て不可欠 と判断したのであろう。 またホワイ トハウスで外交 ・安全保障チーム

の調整役 となる大統領補佐官(国 家安全保障問題担当)に はジェームズ ・ジョ

ー ンズ(64歳)が 起用 された。彼 は海兵隊総司令官,北 大西洋条約機構

(NATO)軍 総司令官を歴任 した40年 近い軍歴をもつ人物である。自身ベ トナ

ム戦争にも従軍 し,ブ ッシュ政権ではライス国務長官の中東特使(治 安問題担

当)と してイスラエルとパ レスチナの和平交渉を担当するなど,外 交経験が豊

かである。クリントンの国務省,ゲ ーツの国防省の政策調整がジョーンズの仕

事 となる。

政権にとって緊急最重要課題が1929年 の世界大恐慌以来 といわれる金融危機i

である。その経済再建のため,オ バマは経済界の重鎮 と若手実力者2人 を任命

した。まず財務長官にはニューヨーク連邦準備銀行総裁のティモシー ・ガー ト

ナー(47歳)を 指名 した。彼はクリントン政権のルービン,サ マーズ両財務長

官時代に財務官僚 としてアジア通貨危機などに取 り組んだ。またその後,ア メ

リカの中央銀行である連邦準備制度理事会(FRB)の バーナンキ議長の副官

として大手金融機関の共済策をまとめた経済界のホープである。さらに経済関

連省庁の束ねる国家経済会議(NEC)議 長には,ク リントン政権の財務長官

であるロー レンス ・サマーズ(53歳)を 起用 した。彼はアメリカを代表する経

済学者で,財 務長官退任後は母校のハーバー ド大学長を務めた。さらにホワイ

トハウスに新設 し,官 僚機構の外か ら政策提言をする 「経済回復諮問会議」の
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議長には,1980年 代のインフレを強力な指導力で沈静化させた連邦準備制度理

事会(FRB)の ポール ・ボルカー元議長(81歳)を 就任させた。こうして外

交,経 済を中心に多彩な顔ぶれのオバマ政権が船出した。

さいごに

2008年 の大統領選挙。アメリカ人は変化を求めていた。出ロが見えない泥沼

のイラク戦争。9.11同 時多発テロ事件の首謀者を未だ捕 まえられず,だ らだ

らと続 くアフガニスタン戦争。サブプライロー ン倒産に端を発 した金融危機。

地球温暖化による環境異変など,ア メリカ人の誰 しもが将来に対 して底知れな

い不安 と恐怖を感じていた。そこにバラク ・オバマという得体のしれない政治

家が現れた。母親は白人だが,肌 が黒いのは父親がケニア人だからという。継

父もインドネシア人で少年時代はイスラム教のインドネシァで過 ごしたとい

う。その後は多様性 を象徴 とするアロハのハワイで,白 人の祖父母に育てられ

ながら,中 ・高校時代 を過ごす。大学はカリフォルニア,ニ ューヨーク,ボ ス

トン。仕事はコミュニティ ・オーガナイザー。今までの大統領とはまった く異

色の経歴である。そんなオバマが第44代 大統領となった。それは今まさにアメ

リカ人が,ア メリカという国が変わったことを意味 している。今後4年 間,あ

るいは8年 間,今 度はオバマがどうアメリカを変えてい くかを,私 はじっくり

と見つめていきたい。

】・王【

1)オ バ マの生い立ちと大統領になるまでの経歴については多 くの書物が出されてい

る。まずオバマが33歳 のときに著した"DreamsfromMyFather"(邦 訳 は 『マイ ・

ドリーム(オ バマ自伝)』)で インドネシアでの少年時代から始まり,シ カゴでの地

域社会活動家 としてのさまざまな経験,自 己のルーツを求めてケニアを旅 した様子

が克明に描かれている。オバマ誕生の経緯についてはヘザー ・レアー ・ワグナー著

の 『バラク ・オバマの軌跡』に簡潔な説明がある(pp.15～30)。
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2)「 一滴の血のルール」については,自 身オバマと同じ父親が黒人,母 親が白人とい

う出自をもつシェルビー ・スティールが,彼 の著書 『オバマの孤独』の中で詳 しく

述べている(pp.12～22)。

3)合 衆 国大統領が施政方針を示す演説は,通 常 「一般教書演説(StateoftheUnion)」

と呼ばれる。毎年1月 の最後の火曜日に行われるが,新 政権の初年度は1月20日 の

大統領就任式と時期が重なるため,経 済政策を中心とした 「連邦議会合同会議にお

ける演説」 となった。教育に関しては,「 教育問題は民主党,共 和党の問題ではな

い,合 衆国の問題だ1」 と論及した。演説の要旨は,英 文ではlnternationalHerald

Tribune,日 本文では産経新聞,そ れぞれ1月26日 号 で見ることができる。

4)2004年 ボス トンでの民主党全国大会2日 目に行われたこの基調演説で,オ バマは

一躍全米のスターとなった
。それまで無名のイリノイ州上院議員でしかなかったオ

バマだが,こ の大舞台に選ばれ,歴 史に残る名演説を成し遂げた。これは現在,英

語学習教材 としても,ス クリプ トと実音声CDが 幅広 く使用されている。なおオバ

マの基調演説者としての大抜擢の経緯については,ク リス トフ・フォン・マーシャ

ル著 「ブラック ・ケネディ」第5章(pp .154～161)で 詳 しく説明されている。

5)前 述書,ワ グナー著 『バラク ・オバマの軌跡』p.78参照

6)ミ ッシェルとの出会い,ロ マンス,結 婚,彼 女の家族については,オ バマの2番

目の自伝(邦 訳)『 合衆国再生』(第9章,pp.369～403)に 詳 しく述べ られている。

7)渡 辺将人著 『オバマのアメリカ』(幻 冬舎新書,pp.144～199)。 著者はアメリカで

選挙運動家としての経験を持つ新進気鋭の研究者で,そ の視点はきわめて鋭い。

8)越 智道雄 ・町山智浩著 『オバマ ・ショック』(集 英社新書,pp.143～180)参 照。

9)読 売新聞,2008年11月6日 朝刊。

10)毎 日新聞,同 上。

11)金 融危機発生の分析については,日 本総合研究所チーフエコノミス トである藤井

英彦著 『オバマのアメリカ』(東 洋経済新報社)が 参考となる。

12)タ イム誌2008年12月29日12009年1月5日 合併号。

13)副 大統領の人選と経緯については,エ バン ・トーマス ・ニューズウィーク誌著の

『完壁な冷静』(阪 急コミュニケーションズ,第5章pp.109～130)参 照。
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